
平成 27 年度 第 5 回理事会 議事録 

 

開催日時：平成 27 年 10 月 22 日（木） 16：00〜17：30 

 

開催場所：（一社）秋田県臨床検査技師会 事務所 

 

総理事数：24 名 

参加理事数：15 名 

藤田秀文、横山一二美、阿部一之助、二部琴美、久保田政昭、齋藤孝良、 

渡辺義孝、鎌田雅人、太田和子、小山田一、佐藤友章、熊谷富美子、丸岡智史、 

由利晃、齋藤克司 

委任状提出理事：5 名 

清水盛也、深浦洋子、小林則子、高橋ゆか子、浅野卓志 

欠席     ：4 名 

参加および委任状提出理事が過半数を超えており、本理事会は成立した。 

 

書記：熊谷富美子（中央理事） 

議事録署名人：佐藤友章 (由利理事） 

 

議事内容：藤田会長が議長となり、資料に沿って議題が審議された。 

審議内容は以下の通りである。 

1． 前回議事録（平成 27 年 9 月 9 日開催、第 4 回理事会）の確認（藤田） 

→ 議事録確認で名前・漢字違い個所があり訂正する。 

内容に関しては特に問題なし、訂正個所は無い。  

議事録確認了承された。 

 

2． 経過報告（9/9 理事会以降）（藤田） 

9/5.6 山形県｢検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会｣講師 藤田  

9/24 宮島喜文自民党公認 

10/2 法的脳死判定等における脳波測定研修会案内 12/4   秋臨技後援 

10/3 青森県｢検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会｣講師 藤田 

10/3 日臨技連盟臨時執行委員会 大森             小山田 



10/16 北日本支部連絡会議 札幌                                藤田 

10/16 連盟北日本ブロック会議                  藤田 

 

9/5・6 に山形県で行われた検査説明講習会に藤田会長が講師として出席し

たが前回の報告から抜けていたため今回報告とした。 

 

3. 宮島喜文会長参議院選挙立候補について（小山田・藤田）  

10/3 各都道府県の代表が参加し日臨技連盟臨時執行委員会が行われた。当

会から小山田理事が出席、会の報告がなされた。内容は宮島会長の参議院

選挙立候補についての報告と今後の活動について、さらに各技師会に協力

を求める内容であった。＊参考資料あり 

具体的内容 

① 15 万票 獲得する必要がある 

② 資金として 日臨技執行部理事 1 人 20 万円、日臨技理事 1 人 10 万円 

各都道府県技師会 10 万円（執行部理事 1 人１万円） 

後援会収入 2400 万円、政治パ－ティー1200 万円 

③ 宮島よしふみ後援会入会への加入が必要  

入会金 3,000 円 秋田 60 人以上 

④ 自民党員の獲得 本人 4,000 円 配偶者 2,000 円 秋田 50 人以上 

 

 (藤田) 以上のことから具体的内容として 

   ・連盟：秋田支部を作る 

   ・自由民主党に検査技師会からの推薦状を出す。 

・自由民主党のバックアップを得るための資金を集める必要がある。 

・宮島よしふみ後援会入会へ加入する必要がある。 

・理事への負担金が発生する 

・理事は票集めの活動が必要  

 

（小山田）日臨技連盟臨時執行委員会の質疑応答で「自由民主党へ票を入れた

くない人もいると思うが？」との問いが出たが、委員会は「職務団

体（技師会）からの立候補という事が重要であって自民党を押すわ

けではない」との回答であった。 



以上選挙についての報告事項を確認し、今後の具体的活動については連盟の指

示を受けてからとする。 

 

4.  日本臨床検査技師連盟秋田県支部政治団体登録について(藤田) 

 ① 連盟秋田県支部設立 10/22 届け出 10/28 に行う。 

⇒団体として登録する事の確認と技師会事務所が選挙事務所を兼ねる

事から、家主に住所登録の了解を得た事の報告がされた。 

② 県支部役員(案) について 

  支部長 藤田秀文、副支部長 遠藤正志 

  執行委員 阿部一之助、齋藤孝良、熊谷富美子、佐藤友章、伊藤晃 

  会計責任者 小山田一 

会計責任者の執務代行者 太田和子 

監事 久保田政昭 

県支部役員(案)は理事会にて承認を得た。決定。 

 

 5. その他（藤田) 

  ①1/23 日臨技臨時総会に向けての議決権行使アップについて 

＊報告書資料あり 

総会にて定款の改正を行う必要があるが、現状は議決権行使状況低く

定款の改正ができない状態。定時総会で 2/3 以上の賛成を得るためには

さらに議決権行使書の提出が必要であり、秋田県の行使率は 65.5%、

施設間差が見られる。今後更に議決権行使アップを図る必要がある。 

 

②その他・・・選挙票の書き方等、会員にわかりやすい説明が必要 

（比例代表に党名ではなく、個人名を記入する等） 

 

質問（太田）：会員になぜ宮島会長が立候補するのか、選挙についても連盟から

わかりやすいような文や資料の配布が必要なのではないか？ 

 

回答（藤田）：今後連盟(本部)から政策リーフレットが届く予定です。 

 

 



質問 (鎌田)  日本臨床検査技師連盟の会員数は？ 

 

回答（藤田）：現在正確な人数の把握ができていない。パンフレットが届いてか

ら人数を増やす活動が必要。 

 

以上 

 

 

              一般社団法人 秋田県臨床検査技師会 

                議事録署名人    佐藤友章  印 


